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原水爆禁止２０２４年世界大会  

広島大会に参加 

被爆者とともに 

核兵器のない平和で公正な世界を 

人類と地球の未来のために 

似島で慰霊碑、弾薬庫跡などを訪問 

子どもたちに戦争の加害と被害の歴史をつなぐために 
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↑似島・馬匹焼却炉跡  
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住宅リフォーム助成金の申し込み 
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権利としての社会保障を 

 分科会では、豊島明子氏（南山大学教授）が社会保障・社会福祉における

生存権保障の課題を考えるとして「介護保険（２０００年～）に象徴される

“福祉の市場化”政策が進められ、近年では市場化政策と並んで「地域共生

社会」を掲げた福祉政策も進んでいる。「互助」重視の福祉政策は社会福祉

法４条がその象徴である。社会保障制度改革推進法（２０１２年制定）の第

２条には自助、共助、及び公助が最も適切に組み合わされるよう留意しつつ

などが明記されており、社会保障制度の基本的な考え方となった。社会保障

制度改革国民会議報告書は、「『２１ 世紀型（２０２５年）日本モデル』

の社会保障」を提言し、その際、「地域づくり」・「まちづくり」としての

医療・介護・福祉・子育てについてもふれている。ここには、生存権に基づ

く「権利としての社会保障」をいかにして実現するのかという課題がある」

と現状を話されました。 

 

行政の公的責任を取り戻す 

 「権利としての社会保障」の成立条件として「行政の専門性」をとりもど

すこととして「行政の専門性は新自由主義政策で弱められ、措置から契約へ

となった。「申請主義」の原則化と「職権主義」の例外化などにより行政は

専門性を喪失しつつある。様々な困難を抱える住民の生活実態を把握し、対

処する、行政の責任、公的責任をとりもどすためには当事者参加は不可欠で

あることも強調されました。 

 

国民の不断の努力が大切 

 憲法２５条・１１条にもとづき、基本的人権は「永久不可侵の権利」。し

かし、人権は「国民の不断の努力」なしには保持されないことについて「生

活保護基準引き下げ訴訟」「ホームヘルパー国賠訴訟」等の社会保障裁判が

持つ大きな意義がある」と語られました。 

 分科会の報告は「神奈川県における介護保険の現状と取り組みについて」

「生活保護を本当の権利に…生存権保障のために」がされ、参加者による実

践交流が行われました。 

第６６回自治体学校in神奈川 

分科会「社会保障・社会福祉における生存

権保障の課題を考える」に参加 


